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35例の脳内血腫を合計72回 MRI で検査した口血腫は3117IJが高血圧性または特発性で， 4 例は小さい動静脈奇形に
よる出血であった。いずれも CT で急性期に血腫が確認されている。対象とした出血部位に過去の出血が明らかなも
の，経過中再出血が疑われたもの，および腫虜や大きな動静脈奇形など血腫の像を複雑にしたり自然経過に影響する
と考えられる原因は除外した。発症から MRI 検査までの時間は 3 時間から 5 年で，患者の年齢は 9 ・ 79才(平均53



























位相画像により 31症例の脳内血腫を発症後 3 時間から 5 年の間に合計72回検査し磁化率の経時的変化を検討したも
のである。その結果，デオキシヘモクゃロビン，メトヘモグロビン等の常磁性体の生成吸収に関する有用な知見を得る
ことができた。即ち従来の報告に対して，1)超急性期において血腫周辺部から常磁性体が形成される， 2) 急性期に
は血腫が均一に磁化される， 3) 亜急性期以後血腫内部の常磁性体は減少しその一部のみが血腫周聞に超常磁性体
として沈着することを示した。また本研究により，位相画像は全ての時期の血腫を明瞭に描出し臨床的にも有用で
あることが示された。特に超急性期において信号強度像では血腫がわかりにくいこともあり，短時間撮像が容易なグ
ラジエントエコーの位相像は有用である。
以上のように，本研究は生体内の磁性体による磁場の変化を位相画像で捉え，血腫の変性吸収過程に関する知見を
得ると共に，位相画像の臨床的有用性も示したものであり，学位論文に値するものである。
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